
クラブ運営方針
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会長　向井　廣克
　                                            
２０１７-２０１８年度は、大洲ロータリークラブ創立４５周年であると共に、大洲地区がＩＭの会場となる等、本クラブにとっては重要な行事が重なる年度となります。この度、大洲ロータリークラブ会長を仰せつかり大変身の引き締まる思いであります。メンバーの御支援、御協力を頂きながらこの大役を務めあげてまいりたいと思いますのでよろしくお願い致します。
　「変化をもたらす」が国際ロータリーの今年度のテーマとして掲げられました。「クラブの特性を生かそう」が、」２６７０地区ガバナー方針となりました。
今後訪れる超少子高齢化社会や地域社会の衰退化を乗り越えるため、四つのテストに基づきながら、各クラブが誇るべき歴史と長所を維持していくために設定されました。そこで、大洲ロータリークラブの目標を下記のように定めることにしました。
１．会員の親睦を深め、輪の拡大を目指す。
２．例会出席率の向上を目指す。
３．奉仕活動やＩ．Ｍ．地区大会等への積極的参加を促す。
大洲ロータリークラブは、会場地としての責任と、おもてなしの心に磨きをかけなければなりません。成功に導くためには会員相互の信頼関係が大きく寄与するものと考えております。会員の皆様にはこの状況をよくご理解頂いた上、クラブ運営にご尽力頂きますよう重ねてお願い申し上げます。
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